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動物とヒトを繋ぎ、都市と地方を繋ぐ架け橋はヒト自身です。

未来につなげるにはヒトとヒトとの繋がりを大切にしなければ

ならず、本大学にとって「繋がり」は強みです。その強みを一言
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獣医と生命科学の情報発信拠点たる我々が世界にHelloと呼
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昨年度は新型コロナウイルス感染対策に始まり、

感染対策に暮れたと言えるほど、大学が、そして

社会がコロナ禍の対応に追われた１年間となり

ました。日本獣医生命科学大学におきましては、

マスクの着用、手指の消毒、密集を回避し身体

的距離を確保、大きな声を出さない、毎朝、自宅

での検温等、感染防止対策に関する取り組みや

ICTを活用した遠隔授業の導入、そしてオンライ

ン会議システムを使った学生支援サービスを行

うなど、様々な対応に努めてまいりましたが、残

念ながら様々な活動を制限せざるを得ませんで

した。生命科学を学ぶ本学の関係者の皆さんに

対して、一人ひとりが感染防止に高い意識と自

覚を持って行動するよう強く要請してきましたが、

コロナ禍の収束はまだまだ見通しは立ちません。

だからこそ私たち教職員と学生、学生の保護者

の皆さん、卒業生、そして学校法人日本医科大

学とも一体となって、話し合い、叡知を出し合い

ながらこの危機を共に乗り越える強い決意ととも

に、令和3年度を開始していきたいと思っていま

す。

その令和3年度の日本獣医生命科学大学の基

本方針は「日本獣医生命科学大学に集う全て

の力を結集」と令和2年度に引き続き、定めまし

た。中長期計画で定めたミッション・ステートメン

トにあるとおり、動物と人、都市と地方を繋ぐ大

学として、また、人間愛と動物愛をもった生命科

大学院研究科長代行を務めております近江で

す。令和３年度、本学大学院獣医生命科学研究

科の入学者数は21名と昨年度を上回り、在籍

者総数は54名となりました。本研究科の教育目

的である、「教育理念及び目的達成のために、

獣医学、獣医保健看護学、応用生命科学領域に

おける技術革新、研究水準の向上に対する社会

的要請の高まりに対応できる優秀な人材を世に

輩出して社会に貢献する」のもと、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止に努めつつ、研究科及び

各専攻一丸となって大学院教育を実施してまい

ります。

さて、「知のプロフェッショナル」という言葉をご

存知でしょうか、「知のプロフェッショナル」とは、

学士課程を通じて修得した、論理性や批判的思

考力、広い視野、コミュニケーション能力、他者と

共生する力に加え、創造力、変化への適応力、主

体性と責任感を備えた行動力 ・データ処理、活

用能力など、普遍的なスキル・リテラシーを身に

付けた人材です（2040年を見据えた大学院教

育のあるべき姿、中央教育審議会大学分科会、

2019年）。

大学院生は、専門性を高めると同時に、「知の

プロフェッショナル」を目指してください。大いに

期待しております。

大学院獣医生命科学研究科長代行

近江 俊徳

令和3年度の1年間獣医学部長を務めさせて

いただきます。

本年度は、昨年度からの課題である教育・研究

体制の見直しや規則等の再整備を早急に行い、

大学としての体制の立て直しを行わなければな

りません。獣医学部としても、受験生の確保なら

びに学生に対するさらなる教育の充実を図る必

要があります。獣医保健看護学科は、愛玩動物

看護師国家試験を受験するためのカリキュラム

とその到達目標がカリキュラム等検討会でまと

め上げられています。したがって、本学においても

カリキュラムの再検討と教育体制の整備を行う

必要があります。

この様に、本年度は色々な面で忙しい年になる

ことが予想されます。先生方におかれましては、

これまで以上のご協力をよろしくお願いいたしま

す。

獣医学部長 小山 秀一

学人材の育成のため、大学の組織力とブランド

を向上させる中長期計画に沿った形で教育研究

の質の向上と学生満足度の高い学生支援の実

行、そして安全安心なキャンパスの整備に向けた

継続的な取組みを推進するとともに、コロナ禍に

おける多様かつ、質の高い取組みを構築するこ

と、そして冒頭に述べたこの危機を共に乗り切る

こと、そのための「力の結集」を継続してまいりた

いと考えております。

この基本方針の実現のために定めた重点事項

を要約すると、①中長期計画(第2期)の策定と

施設整備計画の継続的取組みの推進、②動物

医療センターと富士アニマルファームの利活用

の推進、③教育課程編成方針の実行や学修成

果の可視化、コロナ禍にも対応する教育方法の

改善等による質の高い授業の在り方の推進、④

ICT・情報設備の整備や学内のセキュリティ強化

に向けた取組みによる安心安全な学修環境の

構築、⑤生命科学総合研究センターの実質化の

推進、⑥志願者の増加策の推進と入学定員の

確保に向けた取組みの強化、⑦機関別認証評

価と獣医学教育評価の受審に向けた取組みの

推進を掲げる、以上7項目になります。

基本方針と7つの重点事項の実現のため、ニチ

ジュウに集う様々な力を結集して、力強く進めて

まいる所存です。ご協力をお願い申し上げます。

清水 一政学長

新
年
度
抱
負
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近年、18歳人口が顕著に減少していることか

ら、多くの大学において受験生集めが課題となっ

ております。応用生命科学部でも、この問題を最

重要課題と捉え、新年度も本学部の魅力が受験

生に伝わるよう、広報活動に全力を尽くす所存

です。ホームページの充実、学部ブランド商品の

開発、教員の高校訪問やマスコミ取材対応など、

様々な手段を講じて広報活動を展開してまいり

ます。

一方、国および民間の各種資格（健康食品管

理士、惣菜管理士、HACCP管理者など）取得

のためのカリキュラム改編、インターンシップの単

位化、時代に即した新たな講義や実習の開設な

ど、学部の魅力作り、特色作りを進めており、新

年度も引き続き行ってまいります。また、公務員や

民間企業への就職ならびに大学院進学など、学

生個々の意思を尊重しながら就職・進学活動を

全力で支援してまいります。加えて、新年度より

学部・学科の新しい体制の構築に向けた検討も

本格的に実施する予定です。

昨年度は、新型コロナの影響で日本の多くの

大学で研究時間の縮小を余儀なくされました。

自粛に伴って教職員や学生が大学に来られな

いため動物飼育も危ぶまれ、凍結胚を用意して

感染が終息するまで“越冬”するような態勢を

取った大学がたくさんあります。本学でも春先は

大学院や卒論のための研究を控えた時期があ

りました。

今年度は、これまでに学んだ行動変容とワクチ

ンの普及によって社会が安定化することを期待

したいです。そして研究部の目指すことは、本学

における研究がさらに発展することであり、学内

の研究環境を整えてパワーアップすることを第

一に考えています。そのために学内の研究費や

教育研究装置の配分について審議し、また科研

費などの競争的資金を積極的に取りに行くため

に申請書の添削を導入する予定です。外部機関

との共同研究、学内の研究交流の促進について

も検討します。さらに昨年、大幅に改組した生命

科学総合研究センターについても充実化させる

ことを試みます。

応用生命科学部長藤澤 倫彦

学生部長 竹村 直行

教務部長 鈴木 浩悦 研究部長有村 裕

昨年度は本学の教育においても、コロナのパン

デミックにより混乱の中でスタートしました。限ら

れた情報の中で日々手探りの状態でしたが、遠

隔授業の推進や三密を避けた実習の準備など、

教務課を中心に教育環境の整備に努めて参り

ました。しかし、対応の遅れや連絡の不徹底等に

よって、教員や父母などの大学関係者にご心配

をおかけし、学生の皆さんにおいても不満な点

があったと思います。その点に関して、お詫び申

し上げますと共に、そのような経験を糧にして、今

年度はよりシステマティックに大学教育が運営さ

れ、状況の変化に早期に対応できるよう、教務課

との連携をさらに強めて行きたいと思います。

このコロナ禍にあって、本学の教育はまだまだ

進化するポテンシャルを持っていると思います。

ポストコロナにおいて、本学は良い経験をしたと

言えるよう、日々皆様と一緒に考えながら、学生

に寄り添って歩みたいと思います。どうぞよろしく

お願いします。

令和3年度は3密を回避しながら、できるだけ

学生諸君には大学に来て頂き、対面での講義や

実習を可能な限り多く受けるチャンスを作ります。

無論、感染リスクが昨年度より高まる可能性が

あるので、学生支援課や学生部委員会、さらに

は全教職員と一致団結して感染リスクを下げる

よう努力します。クラブ・サークル活動については、

武蔵野市内や都内の感染状況を踏まえ適切に

判断します。
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特集 ニチジュウから見るコロナウイルス

新型コロナウイルス(COVID-19)の流行から早1年が経ちましたが、未だ終息の気配を見せることがありません。

改めて「コロナウイルス」とは一体何なのか、そして、日本獣医生命科学大学で行われているコロナウイルスの研究や、見解についてお伝えします。

ニドウイルス目コロナウイルス科。現在、

46種確認されている。SARS(2002年中

国で流行)やMERS(2012年サウジアラ

ビアで流行)もコロナウイルス科のウイル

スである。その他FCoV(ネココロナウイル

ス)などが挙げられる。

コロナウイルスは、主にコウモリを自然宿

主とする。コウモリは他の動物や人間に比

べて免疫システムが強いため、病原性の

強いウイルスとも共存することができる。新

型コロナウイルスも、コウモリが由来と考え

られている。

王冠や太陽のコロナに見えることから、

ラテン語で王冠を意味する「コロナ」と

名付けられた！

コロナウイルスは遺伝子をタンパク質の

カプセルで包み、そのカプセルをさらに

脂質の膜で包んだ構造をしている。脂質

膜上には、スパイク(S)タンパク質と呼ば

れるウイルスタンパク質が突き刺さってお

り、コロナウイルスは細胞に侵入する際、

Sタンパク質を鍵にして細胞の鍵穴を開

けることで細胞へ侵入する。そして細胞

に侵入して、自分自身を増殖させる。そ

のため、鍵と鍵穴の形が一致していなけ

れば細胞に侵入することができない。コ

ロナウイルスが通常他の動物に感染で

きないのは、この鍵と鍵穴の形が動物ご

とに決まっているためである。ところが、

稀に鍵の形や性質が少しずつ変化して

これまで開かなかった鍵穴が開き、他の

動物に感染することがある。

新型コロナウイルス(COVID-19)の流行

も変異が起こり動物から人への伝播が起

こったと考えられており、今後も、別のコ

ロナウイルスがヒトに感染する可能性があ

ります。これはコロナウイルスに限らず、

様々な流行り病に言えることで、私たち人

間はウイルスを正しく恐れ、上手く付き

合っていくことが大切です。

感染力を表す数値を、R0（アールノート/

基本再生産数）という。 R0は1人の感染

者が他の人に感染させる数値で、1以上

だと感染の流行が見られる。新型コロナ

ウイルス(COVID-19)は、なにも感染防

止対策をしなければR0が2.3とインフル

エンザと同じ程度で、感染力も高いとい

える。

獣医学科 獣医感染症学研究室

准教授 氏家 誠

(ページ監修・画像提供）

私たちの周りには目に見えないたくさ

んの微生物が存在しており、このうち、

病原性を持つ微生物がヒトや動物に

感染して病気を引き起こすことを「感

染症」と呼びます。ヒトや動物の間でひ

とたび感染症が発生するとまたたく間

に広がり、ヒトや動物の健康を損なうだ

けでなく、経済的にも大きなダメージを

与えます。また、感染症の中には野生

動物からヒトに移る動物由来感染症

（人獣共通感染症）も数多くあります。

現代社会において、これらの感染症

獣医感染症学研究室では、法律に則って施設

を運営し、文部科学省の承認を得てウイルス

の人工合成の研究を行っています。

牛トロウイルスは現在はトバニウイルス

科に属するウイルスですが、以前はコ

ロナウイルス科に属していました。この

ため両ウイルス科は非常によく似てい

ます。牛トロウイルスに感染すると、主

に下痢症状を引き起こします。世界中

に広く蔓延しており、畜産業界にもダ

メージを与えていますが、感染制御が

難しく、ワクチン開発もされていません。

そこで、獣医感染症学研究室では、

牛にとって大きな影響を及ぼす牛トロ

コロナウイルス

難易度小 難易度大

ウイルスの解明を行い、最終的にワク

チン開発、感染制御を行うことを目的

とし、未だ確立されていない牛トロウイ

ルスの人工合成に関する研究を行って

います。

そして2020年、ついに牛トロウイルス

の人工合成に成功し、その方法を確立

しました。 なお、この合成法を応用し

た研究は2020年度日本獣医生命科

学大学特色ある研究プロジェクトに採

択されています。

特色ある研究プロジェクトに

ついてはこちら→

ウイルスを人工合成することは、ウイ

ルスの研究の基盤です。人工合成法

が確立されることで、ウイルスの研究

がさらに発展し、将来的に抗ウイルス

薬の評価・開発、ワクチン開発等に役

立つことが期待されます。

【ウイルスの作製難易度】

コロナウイルスはRNAウイルスで、ゲノムが

大きくて、分節していないという難しい要素

をたくさん持っているんだって！つまりは

作るのがとっても難しいから、成功する

のはすごいってこと！

をコントロールすることは、ヒトや動物

が健康に暮らすための大きな課題で

す。 感染症の予防や治療の研究には、

まずは病原性のメカニズムを分子レベ

ルで解明しなければなりません。

感染症の原因となる病原微生物には、

ウイルス、細菌、寄生虫、真菌などがあ

ります。この「感染症」を引き起こす可

能性がある病原微生物の人工合成法

を確立することは、メカニズムを解明す

ること、そして感染症をコントロールす

るためにとても重要なことなのです。

ウイルス粒子形成
メカニズムの解明

ウイルスの転写・
複製機構の解明

人工ウイルスでできること

ウイルス粒子の
可視化

病原性に関する研究

抗ウイルス薬の
評価・開発

ワクチン開発

ウイルスの人工合成ができることで

研究の幅が広がり、多くの命を救う

ことができるようになります。

本研究室では、今後特にウイルスの

粒子形成メカニズムや転写・複製機

構などの分子生物学的分野の研究に

注力したいと考えています。

DNA

小さい

分節

ゲノムの
特徴

RNA

大きい

非分節
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特集 ニチジュウから見るコロナウイルス

――連日のように、飲食店の経営不

振がテレビで報道されています。3

回目の緊急事態宣言では、アルコー

ル類の提供禁止の措置が取られるこ

ととなり、飲食業の不振がさらに際

立っているように見えますが、先生

はどうお考えですか。

そもそも「食べる」という行為は、生命

活動を維持するために必要なことです。

飲食業が不振に陥っている一方、巣ご

もり需要で、業績を伸ばしている分野

もあります。例えば保存性の高い即席

麺や缶詰など。昨年4月、1回目の緊

新型コロナウイルスは私たちの仕事にも影響が及んでいますが、なかでも飲食業界の不振が連日大きく報道されています。学生の就職先でも多い食品業界。

果たして本当に今、食品業界は危ないのか？今回は木村教授に、食品経済学の視点から話を伺いました。

――コロナ禍で、他にはどんな分野

が現状維持、または伸びているので

しょうか？

テイクアウトやUber EATSなどで知

られるフードデリバリーサービスが成長

しています。私たちの生活様式もコロ

ナ前と変わり、食の提供方法も多様と

なりました。外食になかなか行けなく

なった今、家で飲食店の美味しい料理

を食べたいと思う人が増え、持ち帰り

やデリバリーサービスを行う店が増え

ました。

――先ほど、先生は分野によって影

響も大きく異なるとおっしゃってい

ましたが、実際はどうなのでしょうか。

食品業界は、大きく「製造業」「流通

業」「飲食業」の3つに分けられます。そ

の中でも、飲食業は一番景気に影響さ

れやすいです。反対に、食品スーパー

や卸売業者が分類される流通業、製造

業は景気にあまり左右されず、安定し

ています。

――例えば、ケーキや和菓子などの

急事態宣言発出後は、どこの店頭から

も消えましたよね。

――確かに1回目の緊急事態宣言直

後はどこに行ってもカップ麺やパス

タなどが買えませんでした…

それから、自宅で料理をすることが増

えたことで、生鮮食品の販売は堅調で

す。スーパーなどの小売店は業績を伸

ばしています。ここで私が声を大きくし

て言いたいのは、「食」に関する企業す

べてがだめなわけではないということ

です。

菓子類はどこに分類されるのです

か？

この3つの括りでは流通業ですが、業

績への影響という意味では飲食業に

近いかも知れません。菓子類はいわゆ

る嗜好品で、私たちの生活に潤いをも

たらせてくれるものです。そう考えると、

やや景気に左右されやすいかもしれま

せん。

――なるほど。一概には言い切れな

いということですね。

――確かに、ほぼ毎日デリバリー配

達員を街中で見かけます。スマート

フォンで気軽に頼めるようになった

ことも大きそうですね。

今後も、新たな業態や流通のあり方

が生まれてくるのではないかと思いま

す。先ほど述べたように、「食べる」こと

は必要な行為で、相当数の人口が存

在すれば、消費需要をまかなうだけの

食品市場が存在しなければなりません。

皆さんには、その点をぜひ理解してい

ただきたいです。

▲スーパーや小売店は感染対策を行いながら営業。新型コロナウイル

スの流行前後で集客は大きく変わっていないように感じます。

（写真協力：ころくや武蔵境店）

食品経済学教室では、このよ

うな食品に関する諸問題につ

いて、社会科学的な視点から

アプローチしています。基本

的には文献やデータから読み

解くことが多いですが、実際

に生産・流通現場に行き、生産

者の方々を調査することもあ

ります。

ネココロナウイルスはコロナウイルス

科のウイルスで、ネコ腸コロナウイルス

とネコ伝染性腹膜炎ウイルスの2つに

分けられます。この2つは非常に似てお

り、飼いネコの約70％が抗体陽性を

持ち、そのうち10％程度が発症すると

報告されています。

ネコ腸コロナウイルスは下痢症状が

見られます。ネコ伝染性腹膜炎ウイル

スは様々なところに炎症が起こり、お腹

や胸に水が溜まる場合や、麻痺や痙攣

などの神経症状、ブドウ膜炎などを生

じます。

ネコ腸コロナウイルスはネコからネコ

へ感染する一方、ネコ伝染性腹膜炎ウ

イルスの伝播様式は明確ではありませ

ん。現在、ネコ腸コロナウイルスが環境

によるストレスなどで遺伝子変異を起

こして発症すると考えられており、発症

すると高い割合で死に至ります。致死

率が高いにも関わらず、有効な治療法

はなく、効果的なワクチンの確立もされ

ていません。

体内でのウイルスの増殖により、病気

が体を蝕んでいきます。ネコ伝染性腹

膜炎ウイルスが増殖するのを止めれば、

病気の進行を抑えることができます。

そこで、現在認可されている薬からネ

コ伝染性腹膜炎ウイルスの増殖を抑

制する効果のあるものを検討したとこ

ろ、シクロスポリンが効果的であること

が分かりました。シクロスポリンは免疫

抑制剤ですが、ネコ伝染性腹膜炎にお

いては免疫抑制による効果ではなく、

細胞質タンパク質の一つと結合するこ

とによってウイルスの増殖を阻害すると

考えられます。

しかし、シクロスポリンは免疫抑制剤

であるため、使用しすぎると免疫力が

落ちてしまいます。そこで、免疫力が落

ちないシクロスポリンの異性体に着目

し、現在製薬会社との共同研究を行っ

ています。

また、ウイルスは薬剤耐性のウイルス

が体内で選択されることがあり、シクロ

スポリンを用いた治療でも耐性ウイル

スが確認されています。そのため、さら

に新たな抗ウイルス剤を検討する必要

があります。このように、ウイルスとの戦

いは続いていきます。

未だ世界的流行が収まらない新型コ

ロナウイルス(COVID-19)も、現在治

療薬やワクチン開発が行われています。

獣医学は関係ないように思われがち

ですが、ヒトの医学に通ずるところがあ

ります。例えば、現在新型コロナウイル

スの治療薬として挙げられるレムデシ

ビルは、新型コロナウイルスに使用さ

れる前に、レムデシビルと非常に似て

いる薬剤がネコ伝染性腹膜炎ウイルス

に有効であると報告されています。

このことから、治療法や薬剤はヒトか

ら動物へ応用されることもしばしばあり

ますが、動物からヒトへ応用できる可

能性も十分に秘めていることが分かり

ます。

▲研究室にはたくさんの文献が揃っています。

致死性の高いネココロナウイルス(ネ

コ伝染性腹膜炎ウイルス)の治療法

の確立は、多くの飼い主さんが待ち

望んでいます。我々もできる限りの

治療を行うため、研究室の垣根を超

えた治療や研究に励んでいます。ま

た、他の大学とは競争相手ではあり

ますが、それと同時に協力相手でも

あり、日々情報交換を行っています。

現在はカルシウム拮抗薬を用いた研究を行っており、科学研

究費助成事業の基盤研究(B)に採択されています（課題名：

カルシウム拮抗薬による猫伝染性腹膜炎ウイルス増殖阻害機

構の解析）。

1匹でも多くの命が
助かればいいなぁ…

ネコ伝染性腹膜炎ウイルスが発症す

るのは生後2歳くらいまでが多いと

言われているけれど、中には16歳で

発症した例もあるんだって。性別で

の差はないらしいけれど、MIXのネ

コよりも純血種で多いと言われてい

るよ。

元気がなかったり、食欲がなくなっ

たら、すぐに病院に連れて行くこと

が早期発見につながるよ。
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道道
The road to specialist

本学の教育理念は
「愛と科学の心を有する質の高い獣医師と専門職及び研究者の育成」。
獣医、獣医保健看護、動物、食品に関する専門職(スペシャリスト)
の道を歩むことを目指す学生の活動と既に歩んでいる卒業生の活躍を紹介します。

学生編

The road to specialist

卒業生編

――きっかけは“動物が好きだから”。

中学生の時に「自分は動物が好きだから、

飼育員になろう」と決意しました。獣医師も考

えたのですが、難しそうで諦めました。飼育員

になろうと決めて動物科学科を選び、入学し

ました。

――飼育員になるために。動物に触れるこ

とを大切にした学生時代。

サークルはレクリエーション同好会に所属し

ていました。その他にも猛禽ボランティアや野

生生物研究会、フットサルサークルなど、たくさ

ん入っていました。それから、多摩動物公園や

上野動物園でアルバイトをしていました。

そして、東京動物園協会以外の4つの動物

園で飼育実習を行いました。大学の掲示板

(当時は紙で掲出)を見たり、自ら電話して実

習先を探したりもしましたね。

――できることは学生のうちに。何にでも

挑戦する心が大切！

動物園は博物館の一つに分類されること、

そして動物について伝える教育の場ですので、

学芸員課程を履修していました。必須ではあ

りませんが、大学卒職員の何割かは学芸員資

格を所持しています。普通自動車運転免許は

MT(マニュアル)を持っていた方が良いです！

それから、英会話教室に2～3年通いました。

飼育員はペラペラに喋れなくても支障はあり

ませんが、他の仕事に就いても英語は必要だ

と思うので、英語はきちんと学んでおいた方

が良いと思います。

また、私が勤めている多摩動物公園は公益

財団法人東京動物園協会が運営しています。

法人内での異動はあり得るので、水族館(葛

西臨海水族園)に異動になったときのために

ダイビングの免許を取りました。特に水族館を

目指している人は持っていた方が良いかもし

れません。

――飼育員になってからは、勉強の日々。

飼育員の業務は多岐に渡ります。掃除や給

餌はもちろんですが、日々の観察、草刈りや剪

定、工作、機械のメンテナンス、研究活動も行

います。時には国内外の動物園と情報交換を

したり、飼育動物の捕獲、死亡個体の解剖立

ち会いなど、本当にさまざまです。中でも日々

の観察は、喋れない動物たちにとってとても重

要です。動物園で飼育されているといってもも

とは野生動物ですので、本能的に体調の不

良を隠します。採食行動や歩行の仕方など、

いつもと違うことはないか注意を払っています。

――飼育員を目指すニチジュウ生へ。

飼育員になって、何をしたいのかを明確に

持ってください。目標に向かって努力すること

を怠らないでください。 私は野生動物を守り

たいという大きな目標があり、飼育員になりま

した。

そして色々なことに興味を持って、挑戦してみ

てください。一見役に立たないことでも、いつ

かその経験が活かせる時が来るので、何でも

やってみてください。

▲質疑応答では、たくさんの質問があがりました。

多摩動物公園 飼育展示課

田口 陽介

田口 陽介（Yosuke TAGUCHI)

2015年3月 日本獣医生命科学大学応用生命科学部動物科学科 卒業

2015年4月 公益財団法人東京動物園協会に嘱託員として入職し、

多摩動物公園でチンパンジーを担当。

2017年 公益財団法人東京動物園協会採用試験に合格し、

固有職員となる。

2019年 チンパンジーからニホンザル、カワウソ、アナグマ、コウモリの

担当となる。

2021年 アジアゾウ、スイギュウ、ハクビシンの担当となる。

※この内容は、動物科学科新入生オリエンテーションでの講演をまとめたものです。

※写真は公益財団法人東京動物園協会より提供。

――獣医師を目指したのはいつからですか？

もともとは人間の医者を目指していました。医学

部に何度か挑戦したのですが、良い結果が得ら

れず…。予備校の先生のアドバイスや猫を飼って

いたこともあって、同じ医者でも動物の医者も受

けてみようと思い、ニチジュウを受けました。

――そうだったんですね！“医者”という職業

を目指したきっかけは何かあったのですか？

小さい頃身体が弱く、大学病院で手術をしたの

ですが、その時の主治医の先生がとても優しく、

私に寄り添ってくれました。それが当時の自分に

とってすごく印象的で、「お医者さんになる！」と昔

から言っていたようです。

――医師も獣医師も、命と向き合うことは同じ

ですね。獣医師には様々な道がありますが、将

来的にどのような職種に就きたいと考えてい

ますか？

一次診療動物病院に勤めて、患者さんや飼い

主さんに寄り添える獣医師を目指しています。そ

して、特に腎臓病に詳しい獣医師になりたいと

思っています。

――なぜ腎臓病に特化したいのでしょう？

私が獣医学部に入学した僅か２週間後に、愛

猫が急性腎障害で亡くなってしまいました。「どう

して猫のそばに居ずに大学に行ってしまったんだ

ろう、どうしてもっと早く治療を受けさせてあげな

かったんだろう。」と後悔の念に駆られました。愛

猫の苦しむ姿が今でも忘れられません。それまで

は漠然としていましたが、「後悔を別の形にして

多くの命と向き合いたい。腎疾患について詳しく

学びたい」と思うようになりました。

――ご自身の経験が今に繋がっているんです

ね。

そうですね。ちなみに私には妹がいるのですが、

愛猫が亡くなったのが妹が大学４年生で就職活

動中でした。愛猫の死をきっかけに妹も進路変更

して専門学校に進学し、この春から動物看護師と

して働いているんです。私たちのやりたいことを

ずっと応援してくれている両親には、とても感謝し

ています。

――素敵なご両親ですね。目標を叶えるため

に心がけていること、工夫していることを教え

てください。

予備校時代、先生から「将来、患者や家族から

『助けてください』と必死に訴えられた時、『勉強

不足で分かりません、できません』と言えるの

か？」と問いかけられたことがありました。それ以

降、命に向き合う道へ進むからには学ぶべきこと、

学びたいことを隙間なく貪欲に吸収したいと思う

ようになりました。学年が上がって研究室に所属

し、専門的な勉強が増えてきましたが、そのどれも

が基礎の上に成り立っていると改めて感じました。

大学での学びのすべてが何らかの形で臨床現

場に役立つと信じ、どの分野もしっかりと理解で

きるように意識して取り組んでいます。

また、所属している獣医内科学教室第二では犬

や猫のお世話や先輩方が開催してくださるゼミ、

定期的に行う身体検査や体調を崩した動物の治

療など、勉強する機会がとても多く、一年前の私

と比べて大きく夢に近づいていると感じています。

日頃からよく動物に触れ、勉強の機会をしっかり

と大切にし、毎日を過ごすようにしています。

――最後に、同じ獣医師を目指す皆さんにメッ

セージをお願いします！

臨床獣医師を目指す人は誰もが「多くの命を救

いたい」、「多くの動物に幸せに暮らしてもらいた

い」と思っているはずです。そのためにできること

は学生時代にも多く存在していて、普段の講義や

実習、先輩や先生方との会話なども必ず将来に

繋がっています。私もまだまだ未熟ですが、周りの

人や環境から沢山刺激を受け日々勉強に励もう

と思うので、一緒に切磋琢磨しながら頑張りま

しょう！そして、内科の面白さに気付く人がもっと

増えたら嬉しいなと思います。

獣医学部獣医学科４年獣医内科学研究室第二

鈴木 琴奈

鈴木 琴奈(Kotona SUZUKI)

獣医学部獣医学科4年次

獣医内科学研究室第二所属
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日本獣医生命科学大学同窓会の協賛事業で、若手研究者の奨励を目的とし、

顕著な業績を挙げ本学の栄誉に貢献した教員を表彰します。

日本獣医生命科学大学後援会の協賛事業で、本学の学生の教育並びにその

推進に優れた貢献をした教員および団体を表彰します。

令和2年度の各賞表彰をご紹介します。 受賞者の皆様、おめでとうございます！

インクレチンという血糖依存的にインスリン分泌を調整す

る消化管ホルモンについての研究です。最近では、インク

レチン分泌不全が糖尿病の進行に深く関わることが明ら

かとなり、これをターゲットとした食事療法や糖尿病治療

薬も続々と開発されました。インクレチン治療の最大のメ

リットは、既存の糖尿病治療薬のほとんどで懸念される低

血糖のリスクが無いことで、これは言葉を持たない動物

たちにとっても有用性の高いものです。

私は犬猫の糖代謝におけるインクレチンの重要性と、インクレチン薬の臨床応用について大学院時代から研究を行ってきました。インクレチン調整因

子と栄養組成の違いによる変化、糖代謝ホルモンの制御機構とそれが糖尿病の進行へどのように影響するのかを明らかにしていくことで、現在も未だ

増加傾向にある肥満や糖尿病の犬猫に対する、食事療法、サプリメントやフード開発、そして新たな糖尿病治療薬の開発へと繋がると考えます。

野生動物を取り巻く課題を解決するには、動物の生態を理解するだけでなく、生理学や遺伝学などの知

識も必要です。さらには、生物学にとどまらず、経済学、社会学、法学などの多角的な観点も大切です。その

ため、私たちは出来る限り幅広い分野の基礎を本講義で伝え、野生動物に関する問題の解決に必要な力

を身につける機会となるような授業を進めていきたいと考えています。

獣医学科

2年次 首席 白井 貴哉さん

3年次 首席 瀧本 まどかさん

4年次 首席 倉田 美咲さん

5年次 首席 渡邉 萌さん

6年次 首席 北村 晃子さん

獣医保健看護学科

2年次 首席 高橋 里帆さん

3年次 首席 小林 茉由さん

4年次 首席 塩田 萌恵さん

動物科学科

2年次 首席 鳥谷部 玲子さん

3年次 首席 西田 貫司さん

4年次 首席 小野寺 諒馬さん

食品科学科

2年次 首席 上中谷 萌々さん

3年次 首席 石川 晏名さん

4年次 首席 相村 愛さん

次席 中島 春香さん / 村上 さくらさん

次席 石田 樹さん / 清水 幸奈さん

次席 多胡 絵理香さん / 林 万里菜さん

次席 甲田 和樹さん / 三反田 龍介さん

次席 大矢 真里奈さん / 林 竜吉さん

次席 池田 采佳さん / 岸上 菜音さん

次席 長沼 美緒さん / 畑山 菜々さん

次席 岩田 優穂さん / 駒村 衣美さん

次席 三枝 瞳さん / 中川 琴愛さん

次席 池田 実園さん / 栗原 明日香さん

次席 川代 瑞穂さん / 濵 こなみさん

次席 関口 奈央さん / 谷口 結菜さん

次席 小野 海さん / 谷内 亜優さん

次席 平井 希歩さん / 松山 莉那さん

▲令和3年度入学式にて表彰が行われました。

どんな研究？

今後の展望は？

一緒に写っているのは、すももくん

(推定10歳）。生後約半年で

ニチジュウに来たそう。

ちょっと(？)怒っていますが、

頑張って協力してくれました。

授業アンケートでの評価が高く、コロナ渦において初回

からリアルタイムによるオンライン授業の体制を構築し実

践したことで、新入生の学修意欲や大学への帰属意識

を維持することに貢献しました。

野生動物学は複数の学問領域にまたがった応用的学

問です。生態学だけでなく、形態学、繁殖学、遺伝学、生

理学などを総合的に学ぶことによって動物の生態特性

を理解します。さらには、具体的な保護・管理を行う上

での具体的な方法を挙げながら、日本の野生動物に

関する課題について考える機会とします。

今後どういう授業を展開予定？

どんな授業？

受賞理由？

イヌで最も一般的な心臓病である僧帽弁閉鎖不全

症、ネコで多く遭遇する心筋症などの循環器疾患の詳

細な病態を、「スペックルトラッキング法」という、動物

の身体に負担のない、非侵襲的な心エコー図検査に

よる方法で評価する研究です。

「スペックルトラッキング法」とは、心筋の動き自体を

評価する方法のことです。動物の心臓病は、これまで

心臓の大きさや形、血液の動きでしか評価されていま

せんでした。スペックルトラッキング法を用いることで、

心臓の根源となる心筋運動を解析し、疾患の病態や

重症度評価、治療反応性を評価することができます。

現在は、ヒト用の解析ソフトを動物用にカスタマイズし

て評価と研究を行っています。

心機能評価の最も正確で詳細な解析方法である心臓圧容積曲線指標（心臓カテーテル）との相同性を実証し、スペックルトラッキング法の更なる

有用性を確立していきたいです。また、イヌとネコの臨床現場において、循環器疾患の予後を予測するツールとしての有用性を検討します。さらには近

年イヌおよびネコの循環器疾患は、ヒトの心不全モデルとしても期待されており、今後はヒト医学も含めた多方面へ研究成果還元を行いたいです。

今後の展望は？

どんな研究？

課外活動及び学術・研究活動、あるいはボランティア活動において、特に優れた成果もしくは、

社会の模範となるような行為を行った個人または団体に与えられます。

各学科各学年で、学業成績が特に優秀で、人物が優れている3名に対し、与えられます。

馬術部

馬術部の記事は
こちらから↓
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欅

獣医学部獣医保健看護学科
准教授 山本俊昭 / 助教 嶌本樹

野生動物学（獣医保健看護学科1年次前期）

犬・猫の糖代謝におけるインクレチンの役割

獣医学部獣医保健看護学科 講師 小田民美

循環器疾患に対するスペックルトラッキング法を用いた
非侵襲的心筋運動評価の有用性に関する研究

獣医学部獣医学科 助教 鈴木亮平



令和3年4月2日(金)、令和3年度入学式が行われ、大学院獣医生命科学研究科生21名、獣医学部生179名、応用生命科学部生157名の合

計357名が本学の門をくぐりました。昨年度(令和2年度)は残念ながら新型コロナウイルスの影響で中止となってしまいましたが、今年度は学部ご

とに分かれ、新入生のみの出席とするなど、感染対策を取った上で開催されました。

学生相談室主催 コロナ終息を願って…
『集まれ！ニチジュウアマビエ』

学生相談室ワークショップ第2弾として2020年12月末から募集したニチジュウアマビエ。新たな

2021年に希望が込められたニチジュウアマビエたちをご紹介します！

大学院生、学部生合計375名が入学の日を迎えました

長田教授(動物科学科 システム経営学教室)が富士アニマルファーム牧場長に就任

令和3年4月1日付で、長田雅宏教授(動物

科学科 システム経営学教室)が富士アニマ

ルファーム牧場長に就任しました。また、

副牧場長には松本浩毅准教授(獣医学科 獣

医内科学研究室)に加え、新たに柴田昌宏教

授(動物科学科 動物栄養学教室)が就任しま

した。

長田牧場長の挨拶

「未来を拓く畜産教育のために」

こちらからどうぞ→

食品科学科×社会福祉法人むうぷ舎
Collaborationスイーツ

第71回
獣医師国家試験結果

2020年度動物看護師
統一認定試験結果

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

試験日：令和3年2月16日(火)･17日(水)

受験者：82名

合格者：76名

合格率：92.7%

※全国平均合格率(新卒)：92.1%

HACCP管理者資格
認定結果 バイオ技術者認定試験結果 実験動物一級技術者認定試験結果

試験日：令和3年3月7日(日)

受験者：105名(3年次93名、4年次12名)

合格者：100名(3年次90名、4年次10名)

合格率：95.2%

※全国平均合格率：84.0%

資格取得者：4名（食品科学科3年次)

「HACCP管理者資格」は食品科学科で取得可能な任用

資格で、３年次までの必修科目の取得及びワークショッ

プに参加で、申請することができます。

※取得者のコメント等詳しくはこちらから→

●第29回中級バイオ技術者認定試験

合格者：32名(獣医保健看護学科8名動物科学科15名、食品科学科9名)

●第26回上級バイオ技術者認定試験

合格者：8名(獣医保健看護学科6名、動物科学科2名)

実験動物一級技術者は実務経験を有する社会人向けの資格で

すが、本学の獣医保健看護学科と動物科学科では特例認定大学

に認定されており、毎年合格者を輩出しています。

一次試験合格者：9名(動物科学科)

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症流行のため、一次試験のみ実施。実技試験

は令和3年度以降実施。

学生相談室長賞 「祈り」

作者名：©︎2021OSHIHO

特徴的な口や長い髪、鱗、鰭をもとに

日獣大新ロゴの馬や偶蹄類、竜、爬虫

類、魚類をモチーフとしたキメラとして

デザインし、どの学科にも通じる「動

物」や「生命」のイメージからニチジュ

ウらしいアマビエを表現しました。鱗を

模した松の樹の肌は東日本大震災の奇跡

の一本松を、祈るように合わせた手と力

強く蹴り上げる後肢は退散への願いを表

しています。3.11から10年、コロナ禍か

ら１年となった2021年の今、天災・疫病

退散の願いを込めて描きました。

学生相談室ワークショップ第2弾として

2020年12月末から募集したニチジュウ

アマビエ。新たな2021年に希望が込めら

れたニチジュウアマビエたちをご紹介し

ます！

集まったニチジュウアマビエは全部で7

体。ポータルでの人気投票で、1位となっ

た©2021OSHIHOさん作「祈り」。3月

19日に表彰式を行いました。

2位は「アマビエ様とイヌビエ様」。

3位はkuさん作「ニチジュウあまびえさ

ん」となりました。

今回参加賞となったアマビエも、本74

号にカットイラストとして登場していま

す。ぜひ探してみてください。

参加賞

作者名：あんぱん

参加賞

作者名：匿名

参加賞

作者名：ルカルカ
参加賞

作者名：チェスター
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食品科学科では、三鷹にある社会福祉法

人むうぷ舎と協力し、チーズを使ったコラ

ボレーションスイーツを開発中です。

乳肉利用学教室が開発協力を行ったチーズ

をむうぷ舎の担当者が試食したことがきっ

かけで始まったプロジェクトです。

むうぷ舎と食品科学科教員の間で試作

と官能評価を重ねてレシピを決定し、

パッケージは食品科学科学生にアンケー

トを実施し、その結果を考慮して作成し

ました。現在は販売に向けて準備中です。

今後は、食品科学科の新しい取り組み

「食品大好きプロジェクト」のコンテン

ツとして新たな商品開発も予定されてい

ます。



学生調査からみたビフォーアフター

コロナ禍で、(入学した時点と比べて)コンピュータの操作能力が大きく向上！

毎年後期の始まりに実施している学生調査でも、コロナ禍で学生の学びや生活様式に変化があったことがわかりました。

令和2年度は遠隔授業が始まり、一気にコンピューターを使う機会も増えたため、コンピューターの操作能力についての平均値が

大きく上がりました。

※回答選択肢 1. 大きく減った、2. 減った、3. 変化なし、4. 増えた、5. 大きく増えた

一年生調査 令和元年度 3.7→令和2年度 4.1

上級生調査 令和元年度 3.7→令和2年度 4.0

獣医学科 獣医臨床繁殖学研究室

助教 小林 正人

【略歴】

2012年日本獣医生命科学大学を卒業後、同大

学大学院にて博士号を取得。大学院在学中には

3年間テキサス大学医学部に留学。その後、2年

ほど動物病院での診療を行い、現在に至る。

――大学院生時代は留学されていたのですね。

はい。2015年8月から3年間、テキサス大学医

学部に留学し、癌の進行に関わる免疫機構の研

究を行いました。その時、幸運にも同大学に在籍

するノーベル医学・生理学賞を受賞したジェーム

ズ・アリソン博士率いる研究チームに私の研究成

果を発表することができるなど、充実した研究生

活でした。

――帰国後はどうされていたのですか？

帰国後約2年間は一般動物病院で働き、本学

に着任しました。着任後は獣医学教育や付属動

物医療センターで獣医療に従事しながら、犬の妊

娠に関わる免疫機構の解明を新たな研究テーマ

に掲げ、研究に取り組んでいます。繁殖学研究は

一見すると癌研究と全く関係ないように思われま

すが、実は胎子の発育過程で癌と同じ免疫機構

が誘導されるなど、意外にも共通する部分が存在

します。このような共通点から、私の癌研究で培っ

た経験や視点を生かし、いまだ解明されていない

不妊症の病態解明など繁殖研究の発展に貢献

したいと考えております。

――学生時代を過ごした場所に教員として着

任するのはどんなお気持ちですか？

新しく本学に着任した3名をご紹介いたします。

ニチジュウは狭いですがその分アットホームで、

学生の頃は勉強やサークル活動、そして研究と忙

しくも充実した日々を過ごしました。今振り返って

も本当に楽しかった思い出ばかりです。そんな母

校で仕事ができることは光栄であり大変ワクワク

しております。

――サークルは何をやっていたのですか？

ワンダーフォーゲルに所属していました。萩田先

生(富士アニマルファーム)や濱本先生(付属動物

医療センター)は後輩なんですよ。

――意外な繋がりですね（笑）最後に、在学生

の皆さんへメッセージをお願いします。

コロナ禍で友人に会えなかったり、大学への登

校が制限されたりと我慢の日々が続いていると思

います。この状況に悲観することがあるかもしれま

せんが、逆にチャンスだと思って、空いた時間を勉

強や趣味など今まで忙しくて出来なかったことに

有効活用しましょう。決して明けない夜はありませ

ん。がんばれニチジュウ生！

――ありがとうございました！

――これまでどのような研究をされてきたの

ですか？

学部・大学院では、獣医療における個別化栄養

指導を目指して、イヌの遺伝子多型解析を行いま

した。学位取得後は、国立研究開発法人国立が

ん研究センター研究所や公益財団法人がん研究

会がんプレシジョン医療研究センターにおいて、

博士研究員として6年間、ファーマコゲノミクス

（薬の効き方や副作用と患者のゲノム情報の関

係性を探索し、一人ひとりに最適な治療の提供を

目指す）研究に従事し、研究室で受け入れている

大学院生の指導も行ってきました。その間、共同研

究企業の嘱託職員となり、少しだけですが民間企

業の研究開発も垣間見ることができました。民間

企業は商品化することを目的に研究が行われてお

り、興味深かったです。

――研究の道を選ばれたきっかけはなんです

か？

学部生の時、研究室での研究が楽しくて、「仕事

にしたい」と思うようになったことがきっかけです。

学位取得後は研究対象がヒトとなりましたが、いつ

か犬猫のためになる仕事をしたいと考えており、

and immune cell function

（食品による免疫制御：腸管免

疫および免疫細胞機能に対す

る作用）」が、「日本農芸化学

会 2020年BBB Most-cited

Review Award 」 (2020年

BBB誌最多被引用総説論文

賞)を受賞しました。2018年お

よび2019年に公表された総

説48報のうち、2021年1月ま

でに最も多く引用され、今回の

受賞となりました。

食品科学科 戸塚護教授が「BBB Most-
cited Review Award2020」を受賞

本学獣医学科 羽山伸一教授が、 「令和2年度群馬県鳥獣

被害対策功労者表彰」を受賞しました。本学と群馬県が締

結した「野生動物対策推進に関する包括連携協定」による

事業で４期１２年にわたって中心的な役割を果たし、対策技

術の研究と併せて、被害対策の知識・技術を有する人材を

多数育成したことが評価され、今回の受賞となりました。

獣医学科 羽山伸一教授が「令和2年度
群馬県鳥獣被害対策功労者表彰」を受賞

獣医保健看護学科 獣医保健看護学基礎部門

助教 宇田川 智野

【略歴】

2010年日本獣医生命科学大学を卒業後、同大

学大学院にて博士号を取得。国立研究開発法人

国立がん研究センター等において研究に従事し、

現在に至る。

今回ご縁があって母校に戻ってきました。

――学生時代を過ごした場所に教員として着

任するのはどんなお気持ちですか？

私は学科の2期生ということもあり、学生時代は

卒業後のキャリアはあまりイメージできていません

でしたが、今は同期の友人含め、動物看護師だけ

でなく動物園飼育員や教師など、様々な領域で

活躍している卒業生を見ているので、そのような

人材の育成に自分が教員として携わることがで

きることをとても嬉しく思っています。

――先生が通われていた頃と今で、変わった

ところはありますか？

大学自体はあまり変わった印象はないです。で

も、武蔵境駅は変わりましたね(笑)

――最後に、在学生の皆さんへメッセージをお

願いします。

大学の友人を大切にしてほしいと思います。私

は所属していたケネルクラブの友人が今でも大

切な友人となりました。学年犬の小町は現在14

歳ですがまだまだ頑張っており、みんなを繋いでく

れています。進路については、自分の興味関心が

ある方向に迷わず進んでほしいと思います。悩み

事があったら色々な人の話を聞いてみてください。

――ありがとうございました！

付属動物医療センター

助手 横井 達矢

【略歴】

2018年日本獣医生命科学大学を卒業後、同大

付属動物医療センター研修獣医師として3年間

勤務し、現在に至る。

――大学卒業後、すぐに付属動物医療センター

で研修獣医師として勤務されていたのですね。

はい、3年間研修獣医師として勤務しました。一

次診療の病院に就職する選択肢もあったのです

が、自分の知っている環境でもっと学びたいとい

う思いが強かったので、研修を受けることを選び

ました。教員や医療センターの先生方、動物看護

師の皆様に診察から手術、検査、入院管理など

の基礎的な内容をご指導いただき、無事に研修

を終えることができました。

研修獣医師終了後の4月からは、付属動物医療

センターの専従獣医師として採用していただきま

した。今後は総合診療科と麻酔科で診療及び手

術・検査麻酔を担当する予定です。

――現在、総合診療科と麻酔科を担当予定と

のことですが、今後の目標を教えてください。

学生時代は獣医外科学研究室で学んでいたの

で、将来的には外科を担当したいと考えています

が、獣医療は治療して終わりではなく、治療後の

経過観察も重要なので、内科的な知識もつけて

いきたいです。

――学生時代を過ごした場所で獣医師として

働くのはどのようなお気持ちですか？

学生の頃からお世話になり、尊敬している多く

の方々とご一緒できることは少し緊張しますが非

常に嬉しく思っています。憧れていた場所・立場に

立てたので、ここからが本当のスタートとして初心

を忘れず努力していきたいと思います。教員として

指導したり手本にならなければならないので、学

生の頃に自身が先生方に抱いていたような憧れ

や尊敬を持ってもらえるように頑張っていきたい

です。

――意気込みをお願いします。

私自身も愛犬がおり、動物を家族として大切に

思う気持ちは同じなので、家族に寄り添い病気の

治療を通して家族と動物が充実した時間を過ご

せるようにしてあげたいと思っています。

大学の付属動物医療センターなので、日々進歩

する獣医学に耳を傾け、より良い治療を提供でき

るように自身も研鑽を積み、チーム医療の一員と

して励みたいと思います。また、本学の学生・研修

獣医師の経験を活かして学生や研修獣医師の

指導にも尽力したいと思います。

――最後に、在学生の皆さんへメッセージをお

願いします！

自分が大切に思うことは忘れずに好きなことを

楽しんでください！大変な世の中になってしまいま

したが学生時代に得た経験は未来の自分を助け

ます、ニチジュウに入って良かったと思えるような

充実した時間が過ごせることを願っております。

――ありがとうございました！

学生調査2020

調査日 令和2年9月23日(水)～10月21日( 水)

実施方法 Web回答方式

調査対象 令和2年度学部学生 1,673名

回答者 763名（回収率：45.6%）

※その他結果は、大学ポータルのキャビネットに公開中。

※プロジェクトリーダーを務める加藤講師(写真左)とともに

本学食品科学科 戸塚護教授が共著者となっている
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